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P.オ ース タ ー作 品 にお ける死者 とお金

下 條 恵 子

Pau1Auster(1947-)の 作品 には頻繁 にお金 の話が登場 し、それ ぞれが

印象的な特別 の存在感 を放 ってい る。具体 的な例 として、初期 の 自伝 的

作 品 か ら、一部 を引用 する:

「金 がある、 とい うことは物 が買 え る、 とい う以上の意味 を持 ってい

た。 それ は世 界 の影響 を受 けず に済 む、 とい うこ とを意 味 す るのだ。

(略)父 は幸福 を買 お うとしていたので はない。不幸 の不在 を買お うとし

ていたのだ。」ここでオースターは、彼 の父 に とってお金 とはいか なる存

在 であったかを述べてい る。貧 し く不安定 な生活 の中で社会 の気 ま ぐれ

に翻弄 されて きた父 に とって お金 とは、成 功や幸 福、 アメ リカ ン ・ド

リームの象徴 な どで はな く、苦 しみや犠牲者 となって しま う可能性 の回

避 を約束 して くれ るものだ った と語 っている。本論 は、オースターが描

く登場人物 たちの多 くが、他者 の死 とい う出来事 を通 じて金銭 を受給 し

ている とい う奇妙 な特徴 に注 目し、(1死 とお金 の贈与、(2救 済 の空

間 と作家の負債 、 とい う観点 か ら作家 オースター と死、 そしてお金 の関

係 につ いて考察 してい く。

The Invention of Solitude (1982)

Having money means more than being able to buy things: it means 

that the world need never affect you. Money in the sense of protec-

tion, then, not pleasure. Having been without money as a child, and 

therefore vulnerable to the whims of the world, the idea of wealth be-

came synonymous for him with the idea of escape: from harm, from 
suffering, from being a victim. He was not trying to buy happiness, 

but simply an absence of unhappiness. Money was the panacea, the 

objectification of his deepest, most inexpressible desires as a human 

being. 

                        (The  Invention of Solitude 52-53)
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1死 とお金 の贈 与

柴 田 元 幸 責 任 編 集 に よ る文 芸 誌 『Monkey』 の 中 の キ ー ワ ー ド解 説

「ポ ー ル ・オ ー ス タ ーAtoZ」 に お い て も、 「M」 の項 で は 「Money」(お

金)と い う言 葉 が取 り上 げ られ て お り、 柴 田 は、 オー ス タ ー が得 意 とす

る 「倹 約 して も徐 々 に そ して確 実 に お金 が な くな って い く話 」 が、 独 特

の切 実 さ を感 じさせ る の は、 それ が着 実 に死 に近 づ きつ っ あ る万 人 の運

命 を暗示 して い る か らだ と述 べ て い る(柴 田112)。 この 説 明 が示 唆 す る

よ うに、 オ ー ス タ ーの描 くお金 の エ ピ ソー ドは、 多 くの場 合 「死 」 と関

連 付 け られ て登 場 す る が、 その最 も端 的 な例 は、 父 の 死 が もた ら した遺

産 金 の相 続 とい うオ ース タ ー 自身 の 自伝 的エ ピ ソー ドとい って よい で あ

ろ う。 この 「家 族 や 近 しい者 の死 に よっ て語 り手 に金銭 が も た ら され る」

とい う設 定 は、 様 々 に姿 を変 え て、1982年 の 本 格 デ ビュ ー作

か ら2000年 代 の作 品 に至 る まで 、繰 り返 し登 場 す る。1こ

こで実 際 の場 面 を一 つ 見 て お こ う:

1以 下に一部を挙 げる。:父 からの遺産相続 をきっか

けに父のこと、そして自らのことを記 した自伝的作品。C～η・ゼσ1a∬(1985):妻 と

息子 を失った探偵小説家DanielQuinnの も とに間違い電話が。WilliamWilsonと い

うペンネームで探偵小説を書 くクインだが、周囲の人々には妻の保険金で生活 し

ていることに してい る。Z/ieLockedRoom(1986):行 方不 明になった友人Fan-

shaweの 原稿管理を任 され、思わぬ印税や彼の妻 との結婚生活 を手にする語 り手。

:行 方不明の兄を探すため、民主主義が崩壊 し

たディス トピア都市で生き延びようとするAnnaBlumeの 物語。街の通貨 「グロッ

ト(glot)」 は 「言葉、舌」の意。刀7d廊 ～ごびC17〃2cθ(1990):予 期せず父の遺産を

手にしたJimNasheは 消 防士をやめて旅に出る。ポーカー賭博で抱えた巨額の借金

返済のために囚われの身 となって石運びの労働に従事する。

(2002):家 族 を事故で失ったDavidZimmerは 保険金を得、大学での職を離れ、映

画の研究書やFrangois-RenedeChateaubriandの 自伝翻訳などを手掛 ける。

tion of Solitude

The Inven-

The moment Helen and the boys were killed, I had been  turned into a 

rich man. The first bit came from a life insurance policy that Helen 

and I had been talked into buying not long after I started teaching at 

Hampton for peace of mind, the man said— [....] I hadn't even re-

membered that we owned this insurance when the plane went down, 

but less than a month later, a man showed up at my house and handed

The Invention of Solitude (1982)

In the Country of Last Things (1987)

TkeBooArof'/〃ltsiOi7S
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これは(2002)の 主人公DavidZimmerが 飛行機事

故で妻 と息子 を失 った後 の描写で あ り 「妻 ヘ レンと息子 たちが死 んで、

私 は図 らず しも裕福 な人間 になった。最初 の受 け取 りは、私 がハ ンプ ト

ンの大学 に勤 め始 めた ころ に加 入 した生命保 険か らだ った。」 とあるよ

うに、死 に よって贈与 され るお金 のモチーフが直接的 に描 かれている場

面 である。

ここで思 い出され るのがJacquesDerridaの 「死の贈与」で あるが、オー

スターの描 く人物 たちが予期せ ず手 にす る保険金 や遺産金 は、 「白日の

下 で贈与 として認 められて しまった ら、つ ま り認知 され、感謝 され るべ

きものになって しまったら、す ぐさま消 えて しまう」(Derrida29)と い

うデ リダ的純 粋贈 与 とは少 々異 なる、 とい う点 は非常 に重要 で あ る。

の語 り手 は、失踪 したFanshaweの おかげで編集

の仕事や印税 、彼 の妻 との関係 を手 に入れ、以下の ように語 る:

「フ ァンシ ョーが僕 らを くっつ けた と考 え ると不思議 な気 が した。彼 が

失踪 しなければ、 これ らのこ とはなにも起 こらなかっただろ う。僕 は彼

に借 りをっ くって しまったのだか ら、彼 が残 した作品 を扱 う仕事 に励 む

以外 に、恩 を返 す術 がなかった。」 と考 えるこの語 り手 に限 らず、オース

ター作 品に登場す る人 々は死 によって与 え られ たお金 について、 強い負

債 の意 識 を抱 くこ とが多 い。 批 評家PascalBrucknerは

me a check for several hundred thousand dollars. A short time after 

that, the airline company made a settlement with the families of the 

victims, and as someone who had lost three people in the crash, I 

wound up winning the compensation jackpot, the giant booby prize 

for random death and unforeseen acts of God. 

                           (The Book  of  Illusions 16)

The Book of Illusions

The Locked Room (1986)

It was strange how Fanshawe had brought us together. If not for his 

disappearance, none of this would have happened. I owed him a debt, 

but other than doing what I could for his work, I had no chance to pay 

it back. 

                             (The Locked Room 277)

The Invention of
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Solitudeに お けるオースター と父の遺産 の関係 について 「父 の死 はオー

スターの執筆 に解放 の道 を開いただ けでな く、彼 の命 その もの を救 うも

の とな った。息子 オース ター はこの借 りの返済 をや める ことはで きない

だ ろうし、 この恐 ろ しい ほ どの贈与 について、執筆 を通 じて死んだ父親

に返済 を果 たす こともで きない。」 と述べ ているが(Bruckner27)、 オー

スターの登場人物 た ちは皆、死 の贈 与 として降って きた大金 に対 して、

死者 について執筆す る とい う仕 事で応 えよ うとす るので ある。

これは間違 いな く(2005)に 登場 す る伝記保険(bi-

ographyinsurance)と 同 じ構造 を持 つ ものであるが、死者や その遺族 か ら

お金 を受 け取 りその死者 について書 く、とい うシステムは、紀元前500年

ごろの ギ リシアに既 に存在 して いた。詩 人 であ り古典文 学者 で もある

AnneCarsonに よれ ば、 当 時 の ギ リシ ア詩人SimonidesofKeos(c.556-

c.486B.C)が お金 と引 き換 えに、墓石 に刻 む詩つ ま り墓碑銘 を本格 的に

請 け負 うよ うになった最初 の詩人の一人 である とい う(Carson74)。 シモ

ニデスの墓碑銘 は、死 にっいて我々が語 る ときによ く使 う 「交換」 のメ

タ ファー を定着 させ た とい うのがカー ソンの見解 で ある(Carson74)。

これ まで のオース ター作 品か らの引用 を思 い出 してみ よう。オースター

が死者 について語 る物語 を墓碑銘 のメタ ファー として読 むならば、彼 も

また このシモニデスの系譜 に連 なる作家 だ とい うことになるで あろう。

それでは ここで、引 き続 き 「墓碑銘」 をキー ワー ドに、

と に 「金融商 品」 として登場 す る二 つの伝記

につ いてみて いきたい。

fusions

The Brooklyn Follies

The Brooklyn Follies

The Book  of  Il-

A stock company was formed, and people bought shares in the manu-

script. Word futures, I guess you could call them, in the same way that 

people from Wall Street gamble on the price of soybeans and corn. In 
effect, Chateaubriand mortgaged his autobiography to finance his old 

age. They gave him a nice chunk of money up front, which allowed 

him to pay off his creditors, and a guaranteed annuity for the rest of 

his life. It was a brilliant arrangement. The only problem was that 

Chateaubriand kept on living. The company was formed when he was 

in his mid-sixties, and he hung on until he was eighty. By then, the 

shares had changed hands several times, and the friends and admires
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上 の引用 をご覧いただ きたい。 これ は にお ける、18

世紀後半か ら19世 紀 に活躍 した フランスの小説家 ・政治家Frangois-Ren6

deChateaubriandの 実在す る自伝 に関す る記述 である。 当時、経済的 に困

窮 していたシ ャ トー ブリアンは、 まだ書いて もいない 自伝 を担保 に借金

を したが、 その後 何十年 も生 き延 びたため、証書 の持 ち主 が次 々 と変

わ ってい き、最終 的 に彼 らはシ ャ トー ブ リア ンの死 を望 む よ うになっ

た、とい うもので ある。死後 出版 とい う契約の下 に企画 され、「言葉の先

物取 引」(wordfutures)と 称 され るこの 自伝 は、『墓石 のか なたか らの回

想 』 とい う原題 か らもわ か るよ うに、

シ ャ トー ブ リア ンが 自 ら書 い た墓碑 銘 だ と考 える ことがで きる。一方

で、家族 を失 い、失意の中保 険金 で生活 しなが ら、 フランス語 で書 かれ

た この書物 を英語 に訳す る主人公 ジ ンマーは、墓石 に刻 まれた墓碑銘 を

英語 で なぞ り直す労働 に従事 してい る人物 だ とい うこ とになるだろ う。

この作業 の 「労働性 」 にっ いて の解 説 は次 節 に譲 って、 ここで は

の3年 後 に出版 され たTheBrook!ynFolliesの 伝記保 険

(biographyinsurance)に っいて考察 してみ たい。

who had invested in the beginning were long gone. Chateaubriand 

was owned by a bunch of strangers. The only thing they were inter-

ested in was turning a profit, and the longer he went on living, the 

more they wanted him to die. 

                    (The Book of Illusions 63, italics mine)

(Memoirs from Beyond the Grave)

Book of Illusions

The Book of Illusions

乃 θ

My idea was this: to form a company that would publish books about 

the forgotten ones, to rescue the stories and facts and documents be-

fore they disappeared—and shape them into a continuous narrative, 

the narrative of a life.  [•  •  •.] I imagined writing books myself, but if 

demand ever became too heavy, I could always hire others to help 

with the work: struggling poets and novelists, ex-journalists, unem-

ployed academics, perhaps even Tom. The cost of writing and pub-
lishing such books would be steep, but I didn't want my biographies 

to be an indulgence affordable only by the rich. For families of lesser 
means, I envisioned a new type of insurance policy whereby a certain
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「忘れ られ た人々 をめ ぐる本 を出版す る会社」 を作 り、 「物語や事実や文

書 が消 えて しまう前 にそれ らを救 出」 し、 それ を 「ご くわず かな額 を毎

月、 もし くは毎季、 出版費用 として積 み立て る」新 しいタイ プの保 険、

つ ま り 「住宅保 険で も生命保 険で もない、伝記保 険」 とい うビジネス ・

モデル として実現 しよ うとす る主人公NathanGlassの ユニークな思 いつ

きの中には、 これ までオースターが描 いて きた重要 なポイ ン トがい くつ

か含 まれている。 まず一っ 目は 「保険」とい う制度で あ り、二つ 目は 「名

もな き人 々の物語 を救 いたい」 とい う希望 である。二つ 目に関 して言 え

ば一般 のアメ リカ市民 か ら実話の物語 を募集 し、本 として も2001年 に出

版 されたNationalPublicRadioの 特別企画 を想起 さ

せ るもので もあ る。 ここで は、 まず 「保 険」 とい う概念 とアメ リカの歴

史 との親和性 について簡潔 に整理 し、「物語 の救済者」としての作家 につ

いて は、次の節 で考察 す る。

18-19世 紀 のアメ リカ文 学 を同時代 に発達 した保 険産業 の理念 と合 わ

せ て分析 したアメ リカ文学研究者EricWertheimerは 「保 険の契約 とい う

のは、所有 と喪失の境界線 、 そして存在 と不在の境界線 を浮 かび上 が ら

せ るものであるが、 これがで きる非宗教 的な業務 とい うものは この社会

においてほかにはないだ ろ う」(Wertheimer15)と 述 べているが、彼 の保

険 に関す るこの見解 を踏 まえ る と、喪失や不在 がキー ワー ドとな るオー

スター作 品 と、喪失や不在 を前提 とした保 険思想 との問 に親和性 を見 出

す こ とは難 し くはないで あろ う。 さらにワーサ イマーは、保険 とアメ リ

カ文学 にっいて 「海上、火災、生命 、傷害 とい う保険 の大4区 分 は、ア

メ リカ文学の登場 を実体 的に、観念論的 に、 そして美学的 に概評す る う

えで、不可欠 な要素で ある と言 え る」(Wertheimerxxiii)と い う独創的 な

主張 を行 なってい るが、 アメ リカの歴史 と保 険の発展 の関係性 を振 り返

れば、非常 に説得力 を持 つ見解 として読 む ことがで きる 西洋 の保険

産業 の原 点 と言 える海上保 険 は、大航海時代 に花 開いた。 この時期 に、

コロ ンブスよって アメ リカ大 陸がいわゆる 〈発見〉 をされた ことについ

negligible sum would be set aside each month or quarter to defray the 

expenses of the book. Not home insurance or  life insurance—but bi-

ography insurance. 

                 (The Brooklyn Follies 303-04, italics mine)

National Story Project
ゾ
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て説 明は不要で あろう。 また、植民地時代 のアメ リカ において、都市 の

整備発展 に大 きな影 響 を与 えたのは、ベ ンジャ ミン ・フランク リン らが

導入 した火災保 険 と消 防団であ り、 そ して独立か ら約1世 紀 を経 て南北

戦争 に突入す るのであ るが、2こ の ころ保険産 業 は、家長 を失 った孤児や

未亡人 たちの生活 を支 え るための手 ごろな生命保 険 として一般市民 にも

広が りを見せ 、個人 の請負人 が手 を出す賭博 的 ビジネスか ら、市民の生

活 を守 る社会 的システムの一部へ とその意義 を変貌 させ ていったので あ

る(Murphy297-99)。 このよ うに、保 険産 業がアメ リカの歴史 と連動 し

て発展 して きた事実 を念頭 にお いてオースター作 品を眺めるな らば、作

家がいわ ば保 険請負人 の立場で死者 とい う保 険契約者 か らお金 を受 け取

り、物語 の喪失 につ いて補償 を行 な うとい う保険 的な構造 は、作品 に極

めて アメ リカ的な停 まいを付与す るものだ とい うことがで きるだろ う。

2救 済 の空間 と作家 の負債

オースター作 品にお いて、物語 の救済 は しば しば具体的 な救済 空間 と

して登場 する。実際 の例 を二つ ほど見 てみ よう:

一つ 目の例 はディス トピア都市 を舞台 に した

(1987)の 中で主人公AnnaBlumeが 働 く救貧 院 ウォーバ ン ・ハ ウスの描

写で ある。希望 のない街 で困窮 した人 々がや って くるこの場所 を、 アン

2こ のアメリカ保険史概要は木村栄一の 『ロイズ・オブ・ロンドン 知られざる世

界最大の保険市場』(日 本経済新聞社、1985年)に よる。

By any standard, Woburn House was a haven, an idyllic refuge from 

the misery and squalor around it. 

              (In the  Country of Last Things 141, italics mine) 

I had never been inside a hotel, but I had walked past enough of them 

on my trips downtown with my mother to know that they were special 

places, fortresses that protected you from the squalor and meanness of 
everyday life. 

                    (The Brooklyn Follies 102, italics mine)

In the Country of Last Things
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ナ は 「ほっ とで きて、苦 しみや惨 め さか ら逃 れ られ る避難所 」 と述 べて

い るが、 この表現 が 中で古書店 オーナーのHarry

Brightmanが 夢想 する戦争 孤児 のための救済施 設 ホテル ・イグジス テン

スの それ に類似 している ことは、ホ テル ・イグジステンス につ いて述 べ

られた二つ 目の引用 と比 較 すれ ば明 らかで あ る。 ここで注 目 したいの

は、 アンナの住 む都 市の通貨 に言語 や舌 を意味す る"glot"と い う名前

が与 え られ てい る とい う点 で ある。 ここでの彼女 の使命 とはウ ォーバ

ン ・ハ ウスの運 営維持 のための資金 を調達 ・注入 す ることなので ある。

つ ま り、あ らゆる物、あ らゆ る人 が消 えて行 くこの 「最後 の物 たちの国」

において供給 され な くてはな らないものは言葉で あ り、物語 であ ること

が暗示 されて いる訳で ある。

また、 ホテル ・イグジステ ンスは、幼少期 のハ リーが 「ラジオで聞い

た話」 が基 にな って いる点、 そ してハ リーの死後、 ネイサ ン によって

人 々の物語 を救済保存す る伝記保 険 ビジネス として発想 し直 され るとい

う細部 に 目を配 れ ば、救 貧 院 とホ テル とい うこれ ら二 つの建築 物 は、

オースターが 「アメ リカ ン ・リア リティの博物館

reality)」と呼んだ にも通 じる物語 空間

さらに正確 にいえば、人 々が語 る ことによって

建設 され る失 われた物語 の救済空間で あることがわかるだろ う。物語 を

語 る空間 その ものが救貧院、 ホテル、博 物館 として空 間化 され、死や喪

失 を経験 した人 々の避難所 となる と同時 に、 ここで語 られた物語 が、名

もな き人 々を忘却 か ら救 うのであ る。.に 登場す る象

徴的 な リフレイ ン"Xmarksthespot."が 示唆す

る よ うに、無 名 の人 々につい て語 る行 為が 「何 の しる しもない墓(an

unmarkedgrave)」 に、彼 らの存在 を示 す しる し

秋元孝文の言葉 を借 りれば、「個 々人の尊厳 あ る 「生」」の しる し(秋

元99)を 残すので ある。

ただ し、 この保険的構造 を持 った救済作業 はオース ターの作 品世界 で

は容易 には達成 され ない。保 険 とは、アンダー ライター(underwriter)と

呼ばれ る保 険請負人 が保険契約者 か ら保 険料 を受 け取 り、万が一損害 が

生 じた場合 には、保険金 を支払 うことによってその損害 をカバーす ると

い う仕 組みになってお り、言 うまで もな く、保険料 よ りも保険金の ほう

が高額 となる。 ここで、 ,の ネイサ ンが伝記保 険の ア

TkeBrook!ynFo〃ieSl

National Story Project

 My Father Was God xvi) ,

(a museum of American

The Brooklyn Follies

(The Brooklyn Follies 60)

(The Brooklyn Follies 275;

The Brooklyn Follies

(I Thought
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イデアに興奮す る場面 を確認 したい:

「死者 を言葉 の中で蘇 らせ る」 と意気込むネイサ ンの言葉 は、作 家(writ-

er)が 保険請負人(underwriter)と なって物語 を通 じて人 の死 とい う損害

をカバーす るとい う保 険そのもの の考 え方 を踏襲 している。 しか し、 こ

の伝記保 険 ビジネスについて は全ての読者 が抱 く懸念 が存在す る。既出

の引用 にもう一度注 目してみ よ う:

「もし需要 が増 えす ぎた ら」2005年 に出版 され た この小説 は2001年

9月11日 午前8時 の ブル ック リンで幕 を閉 じる。 お よそ40分 後 にはマ ン

ハ ッタ ンで多 くの死者 を生 む事件 が発生 し 「も し需要 が増 えす ぎた ら」

とい う想定 が、万 が一の事態 ではない ことを読者 は知 ってい るので ある。

このとき、伝記保険 の作家/請 負人 はどうなるのだろうか。通常、保険

請負人は多額の損額 を保証 しな くてはならず、多 くの場合、負債者 に転落

す る。実際 の作者DanielDefoeは 海上保険で同 じ

目に遭 って深刻 な負債者 に転落 し、 当時の法律 に従 って投獄 された とい

う記録 が残 されている(Richettivii)。3こ の例 に従えば、物語の救済者 た

りえたネイサ ンも、死者 たちに物語 を通 して借 りを返済することがで きな

3や それに関連する「難破」「漂流」「喪失」といったモチーフはオー

スター作品において、重要な位置を占めている。詳しくは拙論"WritinginaShip-

wreck"を 参照のこと。

I would resurrect that person in words, and once the pages had been 

printed and the story had been bound between covers, they would 
have something to hold on to for the rest of their lives. 

                   (The Brooklyn Follies 304, italics mine)

I imagined writing books myself, but if demand ever became too 

heavy, I could always hire others to help with the work: struggling 

poets and novelists, ex-journalists, unemployed academics, perhaps 
even Tom. 

                   (The Brooklyn Follies 303, italics mine)

Robinson Crusoe (1719)

Robinson Crusoe
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い 「負債者1に 転落 して しまう可能性 が示唆されているのである。

その一方で、 この 「作家」 「債務」 「投獄」 とい うキーワー ドは、オー

ス ターの初期 の詩 か ら現在 の小説 にわ たって登場 する一つ の不思議 なモ

チーフについて、「死」「お金」「作 家」 とい う視点 か らある解釈 を許 して

くれ る ことになる。 それは1石 」 にまつわ る労働 のモチーフで ある。 そ

れで は最後 に負債者 と しての作 家、語 り手 に科せ られ る労働 としての

「語 り」 について考察 したい。

1974年 、小説で はな く詩作 を中心 に行 っていたオースターが出 した詩

集 のタイ トル は 砺 εa肋、 つ ま り 「発掘」 とい うものであ った。 それ以

来、彼 の作 品には石 にまつわ るエ ピソー ドが様 々に登場 す るのだが、 そ

の多 くが 「強制労働」 のイメー ジで描 かれ ている点 が非 常 に興 味深 い。

お そら く最 も明 らかな例 がTheMusicofChance(1990)に お いて、 ポー

カーで多額 の借金 を負 ったJimNasheとJackPozziが 、その借金 を返済 す

る代わ りに、石運 びの労働 に従 事 させ られる、 とい うもので あろう。 し

か し、オースター作 品の中の 「石 」 には、 もう一つ特徴的 な描かれ方 が

存在す る:

これはMoonPalace(1989)の 中で、主人公MarcoFoggが フランス語 の

翻訳 を している時 の描写であ る。翻訳 の作業 を砕石の行為 に見立 て、 さ

らにそれを囚人 に科せ られた労役 に例 えている。 さ らにも う一つの引用

を見てみ よう:

My job was to take a hammer and smash into smaller stones, and once 

those stones had been smashed, to smash them into even smaller 

stones. There was no purpose to this labor. But the fact was that I 

wasn't interested in results. The labor was an end in itself  and  1 threw 

myself into it with all the determination of a model prisoner. 

                          (Moon Palace 91, italics mine)

A barren field stretched out before me, a barren, dusty field cluttered 

with gray stones of various shapes and sizes, and scattered among the 

stones in that field were fifty or sixty men and women, each holding a 

hammer in one hand and a chisel in the other, pounding on the stones
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これ1か らの抜粋 で あ る。 この作 品 は1960-70年 代 を フ ラ

ンス で過 ご したオ ー スタ ー 自身 の 青春 物 語 を彷 彿 とさせ る もので あ るが、

引用 の部 分 は、 ア メ リカ人 の語 り手JohnFreemanが 、 紆 余 曲折 を経 て 手

に した フ ラ ンス女 性Cecilの 日記 を英 訳 した も の として、 その 「翻 訳性 」

が強 調 され る形 で 登 場 して い る。 セ シ ル は 目の前 に広 が る採 石 場 の 様 子

を こ う述 べ て い る に れ は、 鎖 でつ なが れ た囚 人 た ちが す る労 働 だ。

だが、こ こで働 い てい る人 の 中 に は囚人 た ちは誰 もい ない 。彼 らはた だた

だ働 き、 お金 を稼 ぎ、 そ して 自分 た ち を生 か そ う として い た ので あ る。」

この よ うに、 オ ー ス タ ー の作 品 で は、翻 訳 作 業 が、 砕 石/採 石 とい う

囚 人 に科 せ られ た 労 役 と強 く結 びつ け られ て 登 場 す る の で あ る。4オ ー

ス タ ー作 品 の殆 ど を 日本 語 に翻 訳 して い る柴 田 は、 オ ー ス タ ー の場 合 、

登 場 人物 が 自己 を消 滅 させ る手 法 、語 り手 た ち が物 語 を語 る手 法 、 そ し

て 主 人 公 た ち の 自己 を顧 み る手 法 な ど、 彼 が綴 るテ クス トそ の も の が、

翻 訳行 為 との類 似 性 を持 つ(Shibata187)と 指 摘 して い るが、 この点 に

加 え て、 オ ー ス タ ー 自身 が 小説 家 や詩 人 に よる翻 訳 行 為 に創 作 の原 点 を

見 出 して い る事 実 を考 慮 す れ ば、5オ ー ス タ ー は物 語 を語 る行 為 を砕 石

4に おいても、主人公のジンマーが翻訳について石炭を炉に く

べる作業 という比喩を用いて説明する部分がある(TlieBookof/〃ttsions70) 。厳 密

に言えば石炭を炉に くべる行為は砕石や採石の作業 とは異なるが、地中から掘 り

出 した石炭をくべるとい う意味では、採石のバ リエーションの一つととらえるこ

とができるだろう。

5こ の点については以下に詳 しく述べられている

また、オースターは1970

年代 に"Quarry"つ まり 「採石場」という詩を創作 しており、近年出版されたWaliace

Stevensの トリビュート本 にもこの詩を寄稿 している。

until they broke in two, and then pounding on the smallest stones until 

they were reduced to gravel.  [•  •  •.] This was the kind of work one usu-

ally associated with prisoners, with people in chains, but these people 

weren't in chains. They were working, they were making money, they 

were keeping themselves alive. 

                           (Invisible 307, italics mine)

:Invisible (2009)

The Book of Illusions

 : Paul Auster, Introduction. The Random

House Book of Twentieth Century French Poetry with Translations  by American and Brit-
ish Poets. New York: Vintage-Random. 1984. xxvii-xliv. Print.

Visiting Wallace (2010)
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/採 石 とい う囚人労働 に重 ね合わせてい る と言え る。

この奇妙 な結 び付 きも、 オースター自身同様 、彼 の作 品世界 の作家や

語 り手 が 「常 に既 に」死者 か らの金銭的負債 を抱えた人物 として登場す

るとい う事実 を踏 まえるならば、6よ り明快 に理解 す ることがで きるだろ

う。 カー ソンはシモニ デスが手 が けた 「我 々はみ な、死 に対す る負債 で

ある」 とい う有名 な墓碑 銘 を引いて詩人 と詩 の経済関係 を論 じてい るが

(Simonidesqtd.inCarson80)、 オースター もまた、これ に共鳴す るかの よ

うに 「詩 は魂 を救 うことも、失 われ た世界 を取 り戻 す こともで きない。

所与の もの について述べ るだけで ある」 とい う言葉 を綴 ってい る("The

PoetryofExile"359)。 これ は、ホ ロコース トを生 き抜 きなが らもそこで

多 くの死者 を見送 ったユダヤ系詩人PaulCelanの 苦悩 につ いて、 オース

ターが述 べた言葉 であ り、 そ こには詩人や作 家が宿命 として背負 う永遠

の債務 の意識 が はっき りと刻 まれてい る。オースターの描 く語 り手や作

家 の罪 とは負債 つ ま り死者 か らお金の贈 与 を受 けなが ら、代わ りに

死者 にみ あった墓碑銘 を作 ることがで きない とい う負債 であ り、 こ

の石 を切 り出 し砕 くとい う比 喩には、死者 に対 して債務 を負 う囚人 に科

せ られた労役 と、 その債務 を果 たすべ く墓石 に墓碑 銘 を刻 み 「何 の しる

しもない墓」 に、彼 らの存在 を示す しる しを残す、つ ま り"Xmarksthe

spot."を 試み る とい う作家 の責務 が込 め られてい ると考 え ることがで き

るのであ る。

6ブ ルックナーもオースター作品の登人物の特質を 「死者に対する債務を背負う、

永遠の負債者」であると述べている。(Bruckner32)
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